
第二回 JCHC 委員会議事録                 作成 07/12/24 改 

 
１．日時：2007 年 11 月 2 日(金)  委員会 13:30～15:00、依佐美記念館見学 15:00～16:30 
２．場所：刈谷市役所内会議室 
３．参加者：[委員長]大野栄一 [幹事]松本栄寿 [委員]大宮学、佐藤孝、菅原勉、藤原修、 

白川功、島村和典 [特別参加] 古橋武(名大)、田中浩太郎(中部産業遺産研究会)、 
石田正治(豊橋工高)、加藤修(依佐美記念館ガイドボランティア)；[事務局] 中村ちえみ 

４．議事概要 
 １）委員および特別参加者の紹介  
 ２) 前回議事録の承認 

３）運営方針と活動計画について： 
前年に引き続き Milestone を中心にテーマの発掘、申請支援、資料の保存・活用を

主体に進めることを確認した。 
４）Milestone に関する状況報告： 
  資料に基づき Milestone の最近の状況を説明。 

11/27「自動改札」大阪で贈呈式予定。（HC Gowen Chair の参加を得て実施。） 
「日本語ワープロ」の Proposal が承認され、Nomination Form 作成中。 
「依佐美」および「高柳 TV」の Proposal 発送。 
「フェライト」、「無装荷ケーブル」、「茨城衛星通信センター」など Proposal 作成中。 

５）Milestone の申請について： 
  新しい審査体制では Milestone Coordinator と Working Group の役割、提案採否の

基準が明示されており、その的確な運用に期待したい。 
６）Milestone の候補テーマについて： 

候補テーマを中心にその他のテーマも含め提案に向けて調査を進める。 
７）今後の予定： 

マイルストンに関する情報交換、提案推進に効果が挙がっており、2009 年以降も

JCHC が存続されるよう理事会に具申する準備を進める。 
 

５．依佐美記念館見学  
記念館の建設・運用に努力されてきた田中、石田、加藤の皆さんの熱心な説明を受

けながら有意義な見学を行うことが出来た。 
 

 [感謝] 
刈谷市教育委員会文化振興課、特に長谷川氏には会場の借用、記念館へのマイクロ

バス手配、懇親会会場の斡旋など、多大なご尽力を頂いたことを附記し、深謝する。 
 

以上 
 


